
令和７年度公立高等学校入学者選抜制度の改善の概要について（全日制）

令和５年７月６日

高校教育課

（別冊資料）



現行入試制度の課題について

① ２回チャンスも、前期不合格に伴う様々な問題が顕在化

② ５教科受検の生徒が減少したことに伴う中高それぞれの学校への影響

入試年度
前期選抜
不合格者数

後期で同校受検 後期で他校受検 後期不受検

令和3年度
（R3.3卒）

3,099
2,937

（94.8％）
112

（3.6％）
50

（1.6％）

令和4年度
（R4.3卒）

2,437
2,313

（94.9％）
69

（2.8％）
55

（2.3％）

令和5年度
（R5.3卒）

2,763
2,627

（95.1％）
91

（3.3％）
45

（1.6％）

令和2年度
（R2.3卒）

【学力検査なし】

1,421名（19.6％）
【5教科受検】

5,830名（80.4％）

令和3年度
（R3.3卒）

【学力検査なし】
698名(10.0％)

【3教科受検】

2,298名（32.9％）
【5教科受検】

3,994名（57.1％）

令和4年度
（R4.3卒）

【学力検査なし】
821名(11.9％)

【3教科受検】

2,136名（31.0％）
【5教科受検】

3,928名（57.1％）

令和５年度
（R５.3卒）

【学力検査なし】
834名(12.2％)

【3教科受検】
2,116名（30.9％）

【5教科受検】
3,899名（56.9％）

【中学校の声】・前期選抜（基礎学力検査）か私立高校（3教科型）のどちらかで進路を決めようとする生徒は、
3教科（国英数）しか勉強しない。

・私立～後期選抜までの入試期間が長くなり、進路決定時期がバラバラになったので、授業の進め方
が難しくなった。

【高校の声】理科、社会の基礎が徹底されないまま高校に入学してくる生徒が多くなり、高校入学後の指導に支障を
きたしている。

【中学校の声】前期選抜で不合格になると、後期に向けて５教科の準備が必要になる。また、周囲で進路決定者が
増えていくので、心理的負担がかなり大きい。中には、後期選抜受検を取り止める生徒もいる。

【高校の声】前期選抜で、優秀な志願者をやむを得ず不合格にしなければならない状況がある。しかし、後期では
定員を満たさず結果的に未充足になる。前期・後期に分ける必要があるのか。

現
行
制
度
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GOAL：ふるさと長崎や世界の未来を拓く人材の育成

3

公立高等学校の学びに対応した新たな入学者選抜制度【高校教育課】

協働的な学び主体的、対話的で深い学び 個別最適な学び探究的な学び

特別選抜
（自己推薦）

学校内外での主体的活動で培った
自らの強みを生かせる制度

現行制度

前期選抜

後期選抜

A特色

B特別

一般選抜

学びに向かう姿勢を評価すると
ともに、探究的な学びを検査問題
に取り入れた選抜制度

チャレンジ選抜
（再募集）

主に離島・半島部の少人数教育実
施校で、夢や目標の実現に向けて
頑張る姿勢や意欲に応える制度

～高校教育三本の柱～

自らの可能性を高め、自分らしさを育む 探究的な学びを推進する ふるさとへの愛着や誇りを育む

新 た な 入 学 者 選 抜 制 度

離島留学の推進
◆ 離島留学制度実施校において、特色ある
教育活動の実施や地域との交流

教育の情報化の推進
◆ 学校間連携による学びのイノベーション創出
◆ 学習データ活用による個別最適な学びの
推進

グローバル人材の育成
◆ 海外語学研修を通してのグローバルな
視野の育成

◆ グローバルな社会課題の研究

産業教育の実践
（ワクワク産業教育実践事業）

◆ 農・工・商連携ネットワーク構築
◆ 総合学科連携ネットワーク構築

未来の創り手の育成
◆ 起業家精神を持つ人材を育成
◆ 生徒が主体的に学ぶふるさと教育を推進
◆ 探究的な学びに伴走する教師の育成

サイエンス・テクノロジー人材の育成

◆ 自然科学への興味・関心を高める取組
◆ プログラミングについて学ぶ機会を提供

高校と地域連携の活性化
（高校・地域連携イキイキ活性化事業）

◆ 地元県立学校が担う役割を地域と共有し、
魅力ある学校づくりを目指す

遠隔教育センター
◆ 小規模高校等の生徒に対し、興味・関心や
進路希望等に応じた多様な学び、企業や大学
等の外部機関と連携した探究的な学びを提供

普通科
専門学科

農業・工業
商業・水産
家庭・看護
情報・福祉
国際・外国語
文理探究

総合学科
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Ｒ７年度公立高等学校入学者選抜制度（全日制）改善についての方針【案】

◆中学校内外において主体的に取り組んだ活動（文化・スポーツ、生徒会活動等
で顕著な実績を残した者、その他、起業体験者、プログラミングコンテスト受

賞者、ＩＴ系国家資格取得等）で培った自らの強みを生かせる特別選抜を実
施します。
※自己表現の場として、自己推薦書を導入します。
※調査書、自己推薦書、個人面接またはプレゼンテーションで選抜します。

◆中学校までに取り組んできた学びの内容に加え、学びに向かう姿勢を評価す
るとともに、日常生活、社会問題などと関連した探究的な学びを検査問題に

取り入れた一般選抜を実施します。
※特別選抜で合格者となっていない者を対象とします。
※学力検査（５教科の比重は各高校が設定）、調査書、面接で選抜することとし、各
検査の比率を各校が設定します。

※探究的な学びを取り入れた検査問題は、全体の２割程度を想定しています。

◆きめ細かな指導を行っている少人数教育実施校で、それぞれの夢や目標の

実現に向けて頑張る姿勢や意欲に応えるチャレンジ選抜を実施します。
※主に離島・半島部の高校で実施します。
※特別選抜及び一般選抜で合格者となっていない者を対象とします。
※調査書、個人面接で選抜します。
※遠隔教育センター（R7開設予定）と連携を図り、大学進学などに対応した教育を行
います。 4



Ｒ７年度 入試制度（全日制）改善について【案】

2月 ３月

Ａ
特
色

Ｂ
文
ス

後
期
選
抜

自
己
推
薦
②

自
己
推
薦
①

一
般
選
抜

チ
ャ
レ
ン
ジ
選
抜

前期選抜 後期選抜

学力検査（５教科）・面接

学力検査（５教科）・面接プレゼン等

Ｒ
４
入
試

Ｒ
７
入
試

2月 ３月

【全受検者の約57％】

【全募集定員の15％以内】 【全募集定員の85％以上】

現行

改善案

※1学年2学級以下の高等
学校は15名まで可

中学３年間の仕上げ・中高の接続

基礎学力検査・作文・面接等

【全受検者の約42％】

再募集制度を新設
（主に離島・半島部の

高校で実施）

特別選抜 一般選抜 チャレンジ選抜

卒業

面接

Ａ特色と後期選抜を一本化
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Ｒ７年度公立高等学校入学者選抜制度（全日制）【案】

【特別選抜】◎基準：２月第１週

【一般選抜】◎基準：２月第３週

自己推薦
①
・

自己推薦
②

全募集定員の15％以内
（１学年２学級以下の高等学校に
ついては、15名まで可とする。）
ただし、自己推薦①の定員は、特
別選抜による定員の３分の２を超
えないものとする。

○中学校内外において主体的に取り組んだ活動（文
化・スポーツ、生徒会活動等で顕著な実績を残した者、
その他、起業体験者、プログラミングコンテスト受賞
者・ＩＴ系国家資格取得等）

自己推薦①：文化・スポーツを含む主体的な活動で顕著な実績をもつと自ら認める者で、かつ当該校に進学
する強い意志を持ち、学校の求める生徒像に合致する者

自己推薦②：文化・スポーツを含む主体的な活動で顕著な実績をもつと自ら認める者で、かつ当該校に進学
する強い意志を持つ者

《検査内容》調査書・自己推薦書・個人面接またはプレゼンテーションで選抜（学力検査なし）
《その他》 評定等の出願条件を各校で定める

（100－特別選抜）％
（例１）学力検査：面接：調査書＝８：１：１
（例２）学力検査：面接：調査書＝３：１：６

《検査内容》学力検査（5教科 ※比重は各校で定める）・調査書・面接（対面または紙上※各校で定める）

※各選抜の定員は各校で設定する。

【チャレンジ選抜】◎基準：３月第１週

100ー（特別選抜＋一般選抜）％ 主に離島・半島部の高校で定員未充足の場合に実施

《検査内容》調査書・個人面接

※各検査の比率は各校で設定する。
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8
次
の
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

近
年
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
テ
ツ
ク
ご
み
は
、
海
中
を
浮
遊
し
て
海
岸
に
漂
着
し
た
り
、
海
底
に
沈

ん
だ
り
し
て
、
海
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
が
浮
遊
し
た
り
、
沈
ん
だ
り
し

て
い
る
の
は
、
物
質
に
よ
っ
て
密
度
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
身
の
回
り
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
密
度
の
違
い
に
着
日
し
て
、
次
の
実
験
1と
実
験
2を
行
っ
た
。
表
1と
表
2は
、
室
温
に
お

け
る
4種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
、
水
、
20%食
塩
水
の
密
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
験
に
用
い
た
プ

ラ
ス
チ
ツ
ク
は
、
内
部
に
空
洞
は
な
く
、
密
度
は
均
―
で
あ
る
と
す
る
。

表
1                      

表
2

密
度
〔 g/cm3〕

物
質

0.90-0,92

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

1.05」
と
1.07

ポ
リ
ス
チ
レ
ン

1.38-1.40

ポ
リ
エ
テ
レ
ン

テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト

1 20-1.60

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル

密
度
〔 g/cmO〕

物
質

1.00

水

115

20%食
塩
水

【 実
験
1】
表
1の
い
ず
れ
か
の
物
質
で
あ
る
4種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
A、
B、
C、
Dを
約
l cm2の
小
片
に
し

て
、
水
と
20%食
塩
水
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
た
ビ
ー
カ
ー
の
中
に
図
の
よ
う
に
入
れ
た
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
静
か
に
離

し
て
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
の
小
片
が
浮
く
か
、
沈
む
か
を
観
察
し
、
そ
の
結
果
を
表
3に
ま
と
め
た
。

図
表
3

プ
ラ

小
片

200/O食
塩
水

水

浮
く

沈
む

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
A

沈
む

沈
む

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
B

浮
く

浮
く

プ
ラ
ス

テ
ッ
ク
C

沈
む

沈
む

プ
ラ
ス

テ
ッ
ク
D

水
20%食
塩
水

闘
1 
実
験
1の
結
果
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Aと
し
て
最
も
適
当
な
物
質
は
表
1の
ど
れ
か
答
え
よ
。

問
2 
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
は
、
次
の
ど
れ
か
。

ア
 
ポ
リ
エ
テ
レ
ン
は
、
主
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

イ
 
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
は
、
主
に
ポ
リ
袋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ウ
 
プ
ラ
ス
テ
ツ
ク
は
、
種
類
に
よ
ら
ず
同
じ
よ
う
に
よ
く
燃
え
、
同
じ
よ
う
に
す
す
を
出
す
。

エ
 
プ
ラ
ス
テ
ツ
ク
は
、
一
般
的
に
石
油
を
原
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
、
様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問
3 
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
や
砂
糖
の
よ
う
に
炭
素
を
含
み
、
燃
焼
さ
せ
る
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
物
質
を
何
と
い

う
か
。

【 実
験
2】
実
験
1に
お
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
Bと
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Dは
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ツ

ク
Bの
体
積
と
質
量
を
は
か
り
、
計
算
し
て
求
め
た
密
度
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Bと
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Dを
区

別
す
る
こ
と
に
し
た
。
実
験
1で
用
い
た
小
片
と
は
別
に
、
新
々
に
体
積
を
は
か
り
や
す
い
大
き
さ
に
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
Bを
容
量
の
半
分
の
水
を
入
れ
た
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
体
積
を
は
か
る
と
8.O cm3で

ぁ
っ
た
。

問
4 
下
線
部
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
テ
ツ
ク
Bの
体
積
の
は
か
り
方
を
説
明
せ
よ
。

問
5 
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Bの
質
量
は
12gで
あ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
Bの
密
度
は
何
g/cm3か

。
ま
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
Bと
し
て
最
も
適
当
な
物
質
は
表
1の
ど
れ
か
答
え
よ
。

-  3

ピ
ン
セ
ッ
ト

ス
チ
ッ
ク
の

R５
学
力
検
査
問
題
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 ３
 

 
Ⅰ
、
Ⅱ
の
各
問
い
に
答
え
よ
。
 

Ⅰ
 
ハ
ル
さ
ん
と
ア
キ
さ
ん
の
会
話
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

 
 

 
 

ハ
ル
：
図
１
は
、
海
岸
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
と
き
の
写
真

で
す
。

 

ア
キ
：
ご
み
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
ね
。
ど
の
よ
う
な
ご
み
が
あ
っ
た
の
？

 

ハ
ル
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
流
木
や
木
材
な
ど
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

 

ア
キ
：
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は

、
海
中
を
浮
遊
し
て

海
岸
に
漂
着
し
た
り

、
海
底
に
沈
ん
だ
り
し
て
い
て
、

海
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え

る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。

 

ハ
ル
：

 
 

 
 

 
 

 
 
①

 
 

 
 

 
 

 
 

 
。

 

ア
キ
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

 

ハ
ル
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
浮
遊
し
た
り
、
沈
ん
だ
り
し
て
い
る
の
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
種
類
に
よ
っ
て
性
質
が

 

異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ん
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
の
か
、
調
べ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
な
？

 

 
 
ア
キ
：
一
緒
に
調
べ
て
み
よ
う
。

 

 

問
１

 
 

 
①

 
 

に
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
の
生
態
系
に

ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
か
具
体

 

的
に
答
え
た
文
章
が
入
る
。

あ
な
た
な
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。

 

 問
２

 
下
線
部
に
つ
い
て
、
表
１
と
表
２
は
、
室
温
に
お
け
る
３
種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
水
、

2
0
％
食
塩
水
の
密

 

度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
の
い
ず
れ
か
の
物
質
か
ら
な
る

３
種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見
分
け
る
た
め

 

に
、
図
２
の
実
験
器
具
を
用
い
て
ど
の
よ
う
な
実
験
を
行
え
ば
よ
い
か
、
答
え
な
さ
い

。
な
お
、
実
験
材
料
と

 

し
て
、
３
種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１

c
m
2
程
度
の
小
片
に

し
た
も
の
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

表
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
表
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物
質
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リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

 
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
 

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

 

テ
レ

フ
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ラ
ー

ト
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質
 

水
 

2
0
％
食
塩

水
 

密
度

〔
g
/
c
m
3〕

 
0
.
9
0
～

0
.
9
2
 

1
.
0
5
～

1
.
0
7
 

1
.
3
8
～

1
.
4
0
 

 
密
度

〔
g
/
c
m
3〕

 
1
.
0
0
 

1
.
1
5
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

R
７
学
力
検
査
問
題
例

 
【
ね
ら
い
】
身
近
な
課
題
を
入
試
問
題
に
反
映

 

図
１

 

図
２

 

水
の
入
っ
た
ビ

ー
カ
ー

 
 
 

 
2
0
％
食
塩
水
の
入

っ
た
ビ

ー
カ
ー

 
 

ピ
ン
セ
ッ

ト
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高
校
生
の
入
試
と
学
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

 

       

高
校
教
育
課
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※
１
は
学
校
名
、
２
は
記
入
者
名
の
た
め
省
略
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